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支え合うことを当たり前にできる
“お互い様”の社会を目指して

日頃より、フードバンク山梨の活動に温かいご理解とご支援を賜り、心
より感謝申し上げます。

2025年度も、長引く物価高騰の影響により、食費や生活費の負担が増
し、日々の暮らしに不安を抱えるご家庭から多くの声が寄せられました。
物価高騰は、今や特別な出来事ではなく日常の一部となりつつあります
が、その一方で、生活に困難を抱える方々の状況は社会の中で見えにく
くなっています。

病気やけが、失業、離婚など、誰もが思いがけない事情により、生活の
困難に直面する可能性があります。だからこそ私たちは、「困ったとき
は助けて」と安心して声をあげられる社会、そして、支え合うことを当
たり前にできる“お互い様”の社会を目指し、食料支援をはじめ、子ども
たちへの学習支援やシングルマザーへの支援など、地域の皆さまととも
に活動を続けてまいりました。

本報告書では、2025年度に取り組んだ活動の歩みと、その成果をご報
告いたします。これらの活動は、食品やご寄付をお寄せくださった企
業・団体・個人の皆さま、関係機関の皆さま、そして日々活動を支えて
くださるボランティアの方々のお力添えがあってこそ実現できたもので
す。

皆さまの「応援したい」という温かなお気持ちは、困難を抱えるご家庭
にとって大きな支えとなり、明日への希望につながっています。これか
らもフードバンク山梨は、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を目
指し、一つひとつの支援を大切に届けてまいります。

今後とも、変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し
上げます。

理事長 副理事長
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フードバンク活動とは

フードバンク山梨では、2025年度にのべ を支援しました

食品ロスとは

15020世帯

私たちはSDGｓの実現に向けて活動していきます

フードバンクとは、安全に食べられるのに企業が販売でき
ない食品や家庭から余剰となった食品の寄贈を受け、必要
としている世帯や施設に無償で提供する活動です。

フードバンク活動とは

まだ食べられるのに販売できなかったり、期限が短い等で
廃棄される食品のことです。日本では約464万トンの食品
ロスが発生しています。（環境省ホームページより）
農林水産省の広報では、日本人1人あたりの食品ロス量は
年間37kgとされています。

必要な人に、必要な

支援を届ける
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誰もが食を分かち合える社会のために

一人でも多くの参加に

よって支援の輪を広げる

02
困った時に助け合える、

あたたかい社会を作る

03

私たちはSDGsの実現に向けて活動していきます。

認定NPO法人フードバンク山梨

our Vision

our Mission

フードバンク山梨では、２０２５年度

のべ 世帯を支援しました

認定NPO法人フードバンク山梨

１５０２０



物価高騰の影響で支援世帯数は
2015年度に比べて約7倍に

子どもの貧困解消のための支援

フードバンクこども支援プロジェクト

給食のない夏休み・冬休みに計3回、食品
を配布。
申請書は学校を通して就学援助制度を利
用する世帯に配布され、希望する世帯に
無料で食料支援を実施。

支援数 世帯5,318
のべ
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連携する小中学校 171校

2025年度利用世帯 のべ5,318世帯

母子世帯数 全体の77％

乳幼児のいる世帯に
ミルク・おむつのチケット配布

笑顔で食卓を囲む幸せをすべての子に

2015 2016 2019 2020 2021 2022 20232017

こども支援プロジェクトプラス
「フードバンクこども支援プロジェクト」
を利用している世帯で更に経済的に厳し
い住民税非課税世帯に追加の食料支援を
実施。
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夏のプリンアラモードセット サンタ帽を着用して箱詰め

子どもの貧困対策連携協定書・確認書を
締結をした。
連携することで就学援助世帯に学校から
申請書の配布が可能になる。

2025年6月には山梨県とも連携協定を締結。

１５自治体と連携するメリット
「ミルクの代わりに麦茶を飲ませる」
「おむつが買えず交換を控える」
などの切実な声に応え、未就学児のいる
世帯に、県内ドラッグストアと連携して
「ミルク」「おむつ」の引換券を年１回
配布。

【連携市町村】
中央市・南アルプス市・笛吹市・山梨市
都留市・大月市・上野原市・北杜市・昭
和町・身延町・山中湖村・甲州市・丹波
山村・道志村・甲府市

7 倍

支援世帯数の推移

笑顔で食卓を囲む幸せをすべての子どもたちに



子どもの貧困解消のための支援

高校生への食料支援

高校生がいる世帯は部活動等の費用や毎
日のお弁当で食費が圧迫され、食事の回
数や量を減らさざるを得ない状況。
県内高校46校、90％の高校から申請が寄
せられている。
現状では成長期の子どもたちの健康や発
育に深刻な影響を与える可能性がある。

支援数 世帯2,067
のべ
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申請があった学校数 46校

2025年度利用世帯 166世帯

母子世帯数 123世帯
（全体の74％）

アンケート調査実施

物価高騰による子育て世帯への影響を把
握するため、2025年夏にアンケート調査
を905世帯に実施。その結果、回答世帯
の半数以上が「食事を減らした」、85％
が「食事の質が悪化した」と回答。生活
費不足から借入に頼る世帯も多く、子ど
もの健康や体験・学習機会の不足にも深
刻な影響が広がっていることが明らかに。

チケット配布時に合わせて子どもたちが喜ぶ
お菓子や雑貨も展開

ミルク・おむつの引き換えチケット

子どもに栄養バランスの取れた食事を
与えることができているか

（n=489）

一番下の次男以外は朝食を取っていません。

学校が休みの日は昼食を

全員抜くことも多いです。

年末発送のドライ食品

【支援者の声】

― 「給食が命の生命線」という実態 ―

学校に毎日お弁当を持って行かなきゃ

ならないが、お米がなかなか買えない

ので、お弁当には米を入れ、家では麺

類やアルファ米を食べてます。

アンケートの結果緊急支援を実施

食事の質（栄養・バランス・量など）に
ついて、以前より悪くなった



Lachic

ITスキルとグローバルな視点で、世界で活
躍できる人材を育てることを目指し、小中
学生を対象に無料のプログラミングと英会
話の教室を開催。

Twinkle Stars Academy
高校生のいる世帯とケアリーバーへ
の食料支援を開始。
さらに学歴の壁を乗り越えて世界で
活躍できる人材を育てることを目標
に、IT人材育成講座を無料で提供し
ます
支援対象：高校生～39歳までの若者

支援者数 138

支援者数 人95
のべ
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子どもたちと大学生が、みんなで一緒に
勉強し、遊び、楽しく過ごす居場所を提
供。学習支援での学力の向上、大学・高
校生との交流、おやつや食品も配布。

ももっ子クラブ

トゥウィンクルスターズアカデミー

【保護者より】
＊TSAでは「自分らしくいられる」と言っていた
＊先生たちにあこがれて、将来をかんがえているよう
   です。
＊学校でも英語の成績がよくなりました。

物価高騰の長期化で困窮するシングルマ
ザーを支えるため、定期的な講座を実施。
生活や仕事に活かせる学びと交流の場を
提供し、孤立感の軽減と心の充実を図っ
た。

のべ

人

子ども支援 シングルマザー支援

フードバンク未来アカデミー

支援者数 118
のべ

人

ラシク

【参加者感想】
＊月に一回自分だけの時間が取れてとても助かります。
＊自己肯定感が高まり、前向きな気持ちになれた。
＊子どものことで必死だったが、自分のために使う時
間がとれるようになってきた。

「幸せを考える」の講座英語教室の様子

夏休みの体験イベント

参加人数 人16
夏休み中の子どもたちに向けて、県内の
企業の協力を得て、職場体験と普段でき
ない体験を楽しんだ。

【子どもたちの感想】
＊ドローンの操縦体験が楽しかった。ゲーム機みたい
で案外簡単に操縦ができた。

＊かぶとむしやクワガタをゲットできてうれしかった。
＊食品工場では衛生管理が大切だとわかった。
＊バスにのっていろんなところに行けて、楽しかった。

【実施内容】
スキルアップ講座
パソコン（Excel・ChatGPT・Canva）、
就労支援センター紹介など

リラックス講座
アロマオイル、エイジングケア料理教室など

親子参加型イベント
クリスマスケーキデコレーション、
無料歯科健診

個別相談会
参加者の現状把握と支援ニーズの確認

【協力企業・団体】
・旭陽電気株式会社
・ジブラルタ生命保険株式会社
・訪問看護ステーション信緑
・株式会社SASAKI
・パルシステム山梨長野
・山梨県立就業支援センター
・山梨県歯科医師会・山梨県歯科衛生士会
・スピーチスピーチ

柚ノ木発電所の地下施設見学

【協力企業・団体】
・ヴィジョナリーパワー株式会社
・株式会社スクーミー
・学校法人バンビバイリンガル学園
・株式会社リエイフーズ



行政・団体と協働した食料支援

食のセーフティネット事業

10の市町・社会福祉協議会と連携し、生
活に困窮する世帯に月２回食品を宅配。

支援数 世帯6,349
のべ
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支援数 世帯1,083
のべ

【相談フォームからの声】
いつもありがとうございます。とても助かります。
店の売り上げがなかなか上がらず、まだまだ辛抱しなけ
ればと思います。これからもよろしくお願いします。

官民の協働 地域を支える

つながるスマイルプロジェクト

物価高騰の影響を受ける非課税世帯
に緊急的な食料支援を実施。県内15
団体との連携による手渡しでの支援。

県内フードバンク数：15団体

福祉課で手渡しする食品の受け渡し 各拠点での配布の様子

①協力団体ふじざくら（富士河口湖町）

②社会福祉法人山梨立正光生園（甲府市）

③韮崎だんぼらの会（韮崎市）

④ NPO法人高齢社会を克服する会（甲府市）

⑤ファミリーホーム「かいふじホーム」

（南アルプス市）

⑥ NPO法人こどもサポートやまなし（甲府市）

⑦ NPO法人ぐんないや-織syoku-（都留市）

⑧よりそい北杜（北杜市）

⑨社会福祉法人忠恕会（甲府市）

⑩社会福祉法人ぎんが福祉会（甲斐市）

⑪認定NPO法人富士の緑とフードサポート

（富士吉田市）

⑫株式会社シャトレーゼ（身延町）

⑬更生保護法人山梨以徳会（甲府市）

⑭まちの保健室わくわくカフェ（富士川町）

⑮社会福祉法人ぶどうの里（甲州市）

■対象とする世帯
連携する行政・社会福祉協議会の窓口担当者の判断により、
依頼された生活困窮世帯。
ひとり親世帯、多子世帯、高齢者世帯、外国籍世帯など。

ふーちゃん通信



食品ロス削減 年間取扱量354トン（期首在庫45トン含む）

昨今の物価高騰により支援世帯が増加する
一方、食品寄贈は減少し、収集は厳しい状
況となった。全国フードバンク推進協議会
との連携や県内食品企業への呼びかけ、
フードドライブ強化、フードバンクセット
販売周知に努めた。政府備蓄米約100トン
の提供も受け、年間計画以上の食料支援を
実現した。ものの、政府備

総受領量 238.6

8

冷凍食品

総受領量 トン18
企業からの寄贈

トン

冷凍食品の取り扱い

全国フードバンク推進協議会経由、大口寄贈食品の搬入食品搬入時の様子

全国フードバンク推進協議会経由の大口の
寄贈もあり、物価高騰の長期化で苦しい生
活の世帯から、とても喜ばれた。特に子育
て世帯では、不足しがちなたんぱく源や野
菜などの補充につながり、子ども達の健康
や成長に貢献できた。

食品の寄贈 企業・団体一覧

コカ･コーラボトラーズジャパン株式会社
明治ホールディングス株式会社
アサヒグループホールディングス株式会社
モランボン株式会社
銀座ステファニー化粧品株式会社
エフエムジー＆ミッション株式会社
株式会社はたけのみかた
関東生乳販売農業協同組合連合会
マルコメ株式会社
プレミアムウォーター株式会社
一般社団法人日本最適化栄養食協会
株式会社幸田商店
岐阜アグリフーズ株式会社
能美防災株式会社

株式会社はくばく
株式会社シャトレーゼ
金精軒製菓株式会社
コストコホールセールジャパン株式会社

南アルプス倉庫店
小林製薬株式会社
株式会社いちやまマート
日世株式会社
生活協同組合パルシステム山梨長野
株式会社リエイフーズ
株式会社サンキムラヤ
熊本県果実農業協同組合連合会白州工場

上記含み食品の寄贈をいただいた
企業・団体：90社・団体

（防災品含む）

25年度マッチング数：48件

【全国フードバンク推進協議会とのマッチング】 【フードバンク山梨への寄贈】

食品ロス削減に貢献
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スクールフードドライブ

総受領量 トン39.1

フードドライブ

（市民・団体からの食品寄贈）

フードドライブは、家庭の未利用食品を
地域・学校・職場で集めて寄付する活動。
物価高騰の中、市民や企業・団体から多
くの協力を得た。冬のスタートイベント
では、食品でクリスマスツリーを制作し、
メディア広報を通じて寄付を呼びかけた。

学校では生徒会が中心となって呼びかけた
り、三者懇談の際に学校に持ち寄るなど、
学校行事の一環として継続的な取り組みと
なっている。
年間を通して48校・園の参加があり、のべ
71回の食品寄贈があった。

食品寄付でつながる支援の輪 誰かを想う力の結集

食品収集呼びかけのフードツリー 高校からの寄贈

食品の箱詰め作業

総受領量 トン4.3

スーパーで購入した
食品を寄付できる仕
組み。
「いちやまマート」
山梨県内の全店、
「南アルプス市農業
協同組合」白根・甲
西店にBOXを設置。

総受領量 トン9

きずなＢＯＸフードバンクセット

夏のフードドライブ強化月間のス
タートイベントとして、フードバン
クセット販売の参画企業と記者発表
を実施した。フードバンクセットは、
消費者の購入により食品と一部寄付
金が寄付される仕組みで、アマノ
パークス・いちやまマート・パルシ
ステム山梨長野で実施。



「こども支援プロジェクト」の準備や
箱詰め作業へのボランティアを夏休みの高
校生に呼びかける「ナツボラ」を企画。
初日は山梨クィーンビーズとクリーンファ
イターズ山梨の選手・コーチ、県知事もボ
ランティアに参加。
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とても楽しかったです。やっていく中で
この商品は嬉しいだろうから入れてたい
な、とか子供がいる家庭には大きめのお
菓子を入れたいな、などフードドライブ
を受ける人達のことを考えるようになり
ました。

ボランティア参加の促進

ナツボラ初日の高校生と

ボランティア ナツボラ

のべ 人1,694
活動は毎週・定曜日に長年参加してくださ
るボランティアに支えられている。
社会貢献活動の一環として、ボランティア
休暇等を利用した活動への参加を促進する
企業が増加。

冬休みの子どもたち、約900世帯への発送
作業を5日間かけて行う「サンタWeek」を
実施。
主に企業に呼びかけ、のべ121名が参加。
（14企業・団体）

箱詰めして発送 子どもたちに届く食品を仕分け

ボランティアの皆様に感謝 【フードバンク山梨 支援の流れ】

ボランティア活動の様子 夏休みの高校生のボランティア募集の案内

夏休みの１１日間に
のべ２０３人が参加



食料支援を受けとった方々の声
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物価高騰で厳しさを増す暮らし

私たちは支援を通じて、
応援する人がいることを伝え続けます。

苦しみをひとりで抱えることなく、
声をあげられる社会の実現を目指します。

お米がまだまだ高くて、購入を
ちゅうちょしていたタイミングで
お米が届き、本当にホッとしまし
た。嬉しかったです。数日ぶりに
白米のお弁当を持たせてあげる事
ができました。

(子ども4人の世帯)

物価高騰や子供の長期休み時
に、お米や冷凍食品などを支援
していただいて、買わなければ
ならなかった食品を買わずに済
んで浮いたお金で子どもと出掛
けることができたり、子どもに
対して食事を減らさずに食べさ
せてあげられることは感謝しか
ないです。子どもの成長に食事
は必要なので、お米買えないと
か不安な気持ちにならずに済ん
でいます。

（母子世帯・子ども1人）

一人で子ども達3人育てる
のは、やることも多いしお金
もかかるし、心が折れそうに
なることもありますが、フー
ドバンクさんの荷物が届くた
びにいつも温かさを感じ、支
援してくれる方がいるんだと
、元気に前向きにさせてくれ
ます。

（高校生のいる家庭）

シングルですでに苦しかっ
たが追い打ちをかけられるよ
うに病気になり絶望していた
時フードバンクの存在を知り
、実際に初回の支援が届いて
箱を開いた時、息子の食事は
減らさずに済む安堵と支援し
てくださる方々が居るという
安心感から、ひとりで号泣し
ました。

（母子世帯・子ども1人）

原文
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会費・寄付金

7,422

助成金

410

補助金

1,829

委託金

935

その他

42

10,638万円

食料支援全般

6,324

相談支援

811

フードバンク未来

アカデミー

492

管理費

1,109

次期繰越充当

1,902

10,638万円

＊詳しい内容はホームページで公開しています

食品寄贈とＣＳＲ連携推進
フォーラムを開催

14

収入 費用

高校生と企業が広げる支援の輪

フォーラム開催時の様子

新規食品企業への周知と食品寄贈の促進を目的に、
「食品寄贈とCSR連携推進フォーラム」を開催した。
当日は、食品製造企業による寄贈事例の紹介や、福
祉施設での食品活用方法の共有を行い、企業・団体
関係者など51名が参加。また、スクールフードドラ
イブ参加校の表彰も実施。

2025年度決算報告

見えない貧困を

可視化した物語

＊単位 万円 ＊単位 万円

スクールフードドライブ協力校・園

【市役所・社協：1２拠点】
◆中央市社会福祉協議会◆南アルプス市社会福祉協議会◆
笛吹市役所生活援護課◆山梨市社会福祉協議会◆都留市社
会福祉協議会◆上野原市社会福祉協議会 
◆大月市社会福祉協議会◆昭和町社会福祉協議会
◆市川三郷町社会福祉協議会◆富士川町社会福祉協議会
◆身延町社会福祉協議会◆富士河口湖町社会福祉協議会

【スクールフードドライブ：４８校・園】

山梨県立白根高等学校／駿台甲府高等学校／山梨学院高等学校／山梨県立山梨高等学校
甲府市立甲府商業高等学校／山梨県立都留興譲館高等学校／山梨県立甲府東高等学校
身延山高等学校／山梨県立日川高等学校／山梨県立韮崎高等学校／山梨県立身延高等学校
山梨県立青洲高等学校／山梨県立甲府南高等学校／山梨県立韮崎工業高等学校
山梨県立甲府城西高等学校／山梨県立農林高等学校／山梨県立巨摩高等学校
富士学苑高等学校／山梨県立笛吹高等学校／山梨県立中央高等学校／山梨県立北杜高等学校
山梨県立甲府第一高等学校／山梨県立塩山高等学校／山梨県立ろう学校／山梨県立盲学校
山梨県立高等支援学校桃花台学園／山梨県立かえで支援学校／山梨大学付属教育学部特別支援学校
山梨県立わかば支援学校／山梨県立あけぼの支援学校／山梨県立甲府支援学校
山梨県立特別支援学校うぐいすの杜学園／甲府市立甲府商科専門学校／山梨英和大学
山梨英和中学校・高等学校／北杜市立甲陵中学校・高等学校／南アルプス市立白根御勅使中学校
富士川町立富士川中学校／中央市立玉穂中学校／甲斐市立竜王中学校／富士川町立増穂小学校
南アルプス子どもの村小学校・中学校／南アルプス市立八田小学校／バンビユニバーサルこども園
韮崎カトリック白百合幼稚園／風の子保育園／ニューライフインターナショナルスクール甲府
山梨英和大学 ボランティアサークルThe Peace Fellows



地域や学校・職場で集める

フードドライブも

お受けしています。

お買い物がてら気軽に食品を寄付できる
「きずなBOX」を設置しています

「いちやまマート」山梨県内の全店
「JA南アルプス市 Aコープ」白根店・甲西店

（お店での購入品の寄付）

ご協力のお願い

15

家庭にある未利用の食
品をご寄付ください。
お待ち込みや宅配便で
も受け付けています。

多くのボランティアの
みなさんが活動を支え
ています。

＊宅配便や郵送でも受け付けています

寄付された食品の
賞味期限の確認

（毎週水曜日10:00~12:00）

など

困難な状況に置かれている人が
いることを知り、少しでも力に
なりたいと参加してくださっています

笑顔で食卓を囲む喜びがどんな人にも当た
り前にあるように。分かち合う豊かさを知
る多くの方の協力が活動を支えています。

受け付けている食品

・お米
・カップ麺
・レトルト食品
・ふりかけ/のり
・乾麺/パスタ
・インスタント
・缶詰/フルーツ缶
・お菓子

食品の仕分け

食品の箱詰め

宅配便で支援世帯に
届ける食品の箱詰め

（毎月第2・4週の
木金曜日10:00~12:00）

食品のご寄付 時間のご寄付 お金のご寄付

食品の宅配料や運営費
など、活動に必要な
資金のご寄付をお願い
しています。

私たちの活動は、無償でいただいた食品を無償でお渡ししており、利益は生じません。
皆様からのご寄付に支えられています。

当法人は、認定NPO法人です。確定申告をすることで、寄付金控除が受けられます

金融機関で

【山梨中央銀行】

口座名義：
特定非営利活動法人フードバンク山梨
支店名 ：県庁支店（店番：258）
口座番号：（普通）671338

【ゆうちょ銀行】

払込み
口座名義：
特定非営利活動法人フードバンク山梨
記 号：10820
口座番号：9923441

振替
口座名義：フードバンク山梨
口座番号：00220-0-100567

クレジットカードで

QRコードから
お手続きいただけます

「遺贈」ご相談も受け付けています。
申し込みはお電話で

受け付けています



@fb_yamanashi@fb_yamanashi @foodbank.yamanashi

〒400-0203
山梨県南アルプス市徳永1603-1

https://fbyamana.fbmatch.net

Tel: 055-298-4844
Fax: 055-298-4885
E-mail: info@fbyama.com

認定NPO 法人 フードバンク山梨
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